
















 本年 2004 年は井筒俊彦生誕 100 年ということで、日本では多くの井筒俊彦


























 井筒俊彦の二つの著作 The Structure of the Ethical Terms in the Koran, A Study 




























に移り、A Comparative Study of the Key Philosophical Concepts in Sufism and 
Taoism (1966-67)を著します。  






























生が言及された The Fundamental Structure of Sabzawari’s Metaphysics (1969)で
す。  
 もしも井筒俊彦がイランでの研究生活をずっと続けていたとしたら、彼は
どのような方向に進んでいったのでしょうか。70 年代のイランは、イラン・
イスラム哲学のルネッサンスでした。コルバンが、アシュティヤーニーとの
共同のもとに、今まで埋もれていた多くの哲学者を発掘し、校訂出版してい
ました。おそらく井筒は、スフラワルディー、ミール・ダーマードなどの難
解な著作に取り組んで、かれらの哲学的世界観を次々と明らかにしていった
かもしれません。そして彼の初期の構想である「東洋哲学の共時的再構築」
には戻れなかったかもしれません。イラン・イスラム哲学の魅力はそれほど
強いからです。  
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 日本に戻ってからの井筒は「東洋哲学の共時的再構築」に専念したわけで
すが、東洋思想の中で特に彼が晩年多く論じたのが思弁的仏教哲学（華厳、
唯識など）です。彼の父親は禅の愛好者で、子供にまで座禅をさせたという
ことです。彼がギリシャの合理的哲学に惹かれたのは、この子供の頃の禅の
影響に対する反動であったということです。つまり、彼は長い旅路の末、彼
の出発点である仏教に戻ったのです。しかし、その仏教は禅ではなく、思弁
的哲学的仏教です。このような仏教哲学の再発見は、彼の思弁的哲学的スー
フィズムの深い研究を介してのみ可能となったと思われます。  
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イスラム学者としての井筒俊彦
